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大阪醸造學會第 6 回講演會研究發表要 旨

1．麹菌の 變異に關ナる研究 （第7報）

B ．自然盛異 に つ い て　（の

　　阪 大 工 娯 部 醸酵　　　小 田雅 夫○高田信男

　著者等は先 に Asp．　orytae 菌株 の 保存 に於 い て 自

然 變 異 を可 及的 に 避 け るの に 好適な培地 を選ぶ 爲 に ，

各種 穀類抽 出液添加寒天 培地及 び 穀類 其 もの 並 び に

Czapek 液 に 天然物の 抽 出液 を 添加 した 寒天 培養基 に

つ い て 比 較 した，．

　今回 は 異つ た 濃度の 麥芽汁 ， 玉蜀黍抽出液添加麥芽

汁及 び CzapeK 液寒 天 培地並 び に Czapek 液 をi駄

培地 とし て c／N 含有攀 を異に せ しめ た寒 天培地 に累

代培賽 を行 い ， 其形態的性質並 び に Amylase 及 び

Protease の 力價 の 擔移 を比 較瞼討 した結果に つ い て

報告 した，　　 ，

2．麹菌の 變異に關す る研究 （纂嬾 ）

　　B．自然墾 異 に つ い て 　（4）

　　阪大工 學部醸酵　　　 小田雅夫○ 山縣　敬

　AspergiUus　 oryzae の 變 異現象探求 の 一・環 と し て

各種金瀦 イ十 ン の 影響 に つ い て 試驗の結果菌糸 の 發育

に は マ ン ガ ン 及 び亜 錯 力泌 須 で あ り分生芽胞 の 着生に

は マ ン ガ ン ，亜 鉛 並 び iこ苦土 が必須 で あ る こ とを 認 め

た が ， 繼代培養すれ ば 變異 は免 ぬ か れ得ない ．然 るに

是等 金 麗 の 錯鹽 を形成す る化合物を添茄すれ ば變異 の

防止 に役立 ち就中 Ethylendiamine ・tetraacetate に

於い て 著効を認 め た．

5．酵母 酋の交配に就いて

　　阪大工 學部醸酵　　 小 田雅夫0 若林誰太 郎

　子 嚢胞子 と榮養細胞 との 派熱性 の 差異 を 利 用 す る

WiCKERHAM の 方法 に 依 り多數 の Haploid　 co ：Qny

を得 る こ とが 出來た．此の 操作 で 得 られ た Haploid

cQlony は Mating　type（接合型 ）に鬮 して大證 1 ： 1

に分離 して を り又 昨年清 酒 醪 か ら分 離 した 清 酒 釁 母等

に 就 い て も同機に Haploid　 co 工ony が 得られ ，
　 Het−

erothalism の 存在が認 め られた．そ して Haploid の

交配に よ り得 た 雜種形成 に 就い て 2 ．　 ．3 買 waした結 果

を 述 べ た ．

　 4。清酒醪に 出現する細菌類に就いて （第 2報 ）

　　阪大工 學部醸酵

　　　　　 小 田 雅 夫○ 編 岡 甲子 郎 ，小 川et−一・

　演者等 は 曩に 醪初期 に 現われ る細菌類 に 就い て 報 告

したが ， 今回は醪留添後 3 日 目，
9H 目及 び 19日目と

3 回 に わた つ て 出現細菌類 の 分布調 査 を行 い 前 回 同蟻

主 と して 火落菌に 樹す る抗菌性菌株 の 分布に つ い て 檢

討 を行つ た．eSA7回 は灘 3 ケ 所 ， 伏見 1 ケ 所の 酒造場

か ら得た 試料 か ら分離 した．其 の 結果桿状菌 8種 ， 球

歌菌 1種 を得た の で 其等 の 菌＄的諸性質 を調査 し更 に

火落菌 に 野す る抗菌性 を 試驗 した．出現す る細菌類 は

醪 の 醸酵經過 と共に轍 戯少する傾 向に あ るが ， 前回

火落菌 に 強 い 抗菌性 を示 した 枯草菌群 に 屬す る菌株が

今回 も見出された 事 は 興賺 あ る事貿 と考 える．
L

5，醸 酵微生物の 凍結乾燥法保存に關す る

　 基礎的研究 （第 且報 ）

　　酵母 の 凍結乾燥 に つ い て

　　阪大工 學都醗酵

　　　　　　 照井堯造○池田潤李 ， 加 藤敬香

凍黼 燥法 に よるax生物 の 鱒 は禰 1y。ph
’
il。

prbcess と して 近年非常な進展 を とげつ 玉 あ るが 醸酵

微生物 に闘す る所與 は あまり多 くない ．今回當激室 に

凍結乾燥裝置 が設置 され た の で此 の 問 題 を探 り上 げ先

ず從 來 よ り問題點 の 多 い 酵母の 凍結 乾 燥 につ い て 行 つ

た二 ， 三 の 基礎的實瞼 に つ い て 報告 した ．

　既往 の 研究 に よれば酵母に 於 て は死滅奪 も高 く叉襲

異 性 も著 しい こ とが 報告
L

さわ て い る が，我 々 は そ の 點

に 住 目 し殊に 凍結乾燥操作 に於け る生菌 の 安定化 の 問

題 に 重點を置 い た 此の 安定化 に つ い て は ， 既往の 當 研

究室 に 於 け る 生活酵母の 安 定化 に 關す る碑究結 果 を參

照 し つ S ，特 に 酵母 の 凍結 乾燥援の 生 存攀 と凍結乾燥

前 の 培養 phase の 鬮係 薯 窒 素飢餓處理 に よ る安 定 化

の 問 題 ， 更 に 凍 結 乾燥 時 の 酵 母 試 料 の 献態，並 び に 保

護物質の 問題 に 檢討 を加えた．我 々 が 嘗 つ て 酵 母の

Zymage 系 の 安定化 につ い て 認 めた 窒素飢餓露 理 の 著

し い 効果 は 此 の 凍結 乾燥の 場 合に も成立 す う との 結 果

を 得 た．
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